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１．はじめに 
 道路防災などの予備設計を行うにあたり，関係機関との

協議や地元説明が必要とされるなか，手戻りがなく如何に

効率的に工程管理するかが肝要となる．そのため，限られ

た業務期間において，i-Construction の BIM/CIM 技術（以

下，本技術と略す）の活用が有効であるとされる 1)． 

本報告は，図 1 に示すように海岸沿いの道路において，

斜面崩壊等の災害による通行止めを回避するため，①待受

防護擁壁を設置することから道路線形を公有水面側へ前出，

②山側の待受防護工の開口部における車両走行や地下埋設

物との干渉の確認，③事業計画に関する視覚化した関係機

関や地元説明資料作成が必要とされた．これらの条件下で

調査から設計までを効率的に行うため，本技術の活用を目

的として三次元（以下 3D と略す）データの計測とともに

3Dモデルを適用した事例について説明する．あわせて，従

来方式と比較した場合の効果についても考察する． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．SLAM技術による3D計測法の適用 

 地形地物の 3Dデータの取得は，航空レーザ，UAV写真

計測，地上据え付け型レーザなどが多用されているが，最

近では写真 2に示すような 1名でレーザーマッピングが可

能な携行型 SLAM（Simultaneous Localization and Mapping）

が新技術として適用されはじめている 2)3)4)．今回は

GeoSLAM社製ZEB-HORIZONTALを使用した， 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．道路線形検討における公有水面の確認精度を補完 

 道路線形を公有水面側へ前出ししたことにより，護岸擁

壁形式を設計した．その際，海岸線の形状については波の

作用等により地形変化が起こりやすいため SLAM による

3D 計測を行い，過年度の 3D 測量成果との比較を行った

（図 2）．両者の差は軽微であるため地形線の変化は無く，

また，複雑に入り組んだ海岸地に対して公有水面との関係

性の可視化による公有水面との整合性を図ることができた

（図 3）．なお，自社の実績から対象区間における現地計測

時間を比較すると，地上据え付け型レーザでは 5時間かか

るところが SLAM 計測では 30 分で終了したことから，作

業時間は 1／10に短縮され，作業効率の向上を図ることが

できた． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4は護岸擁壁の 3D モデルを示したものであり，地山

取り付け部の床掘の影響を立体的に示したものである．構

造物の予備設計は，波浪推算をもとに設計波高を算出し，

護岸天端高の決定を行ったうえで比較設計により直立消波

ブロック積み形式を選定した．また，取り付け部の構造物

の予備設計の必要性が確認され，工事費算出に効率的に反

映することができた． 

４．山側待受け擁壁工の計画妥当性の確認 

斜面崩壊等災害による通行止めを回避するためのもう

一つの対策として山側斜面の崩壊対策が必要とされた．こ

れに対して斜面の詳細踏査や地質調査を実施し，3Dモデル

をもとに待ち受け擁壁方式の防護施設の予備設計を実施し 

 

図1  対象とした予備設計の計画平面図 

 

図2 現地での歩行によるレーザーマッピング状況 

 
図2 SLAMおよび既存の海岸形状3D計測結果の比較 

 

図3 公有水面と現地海岸地形の3D表示 
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た．この設計では，山側現道上に重力式擁壁を構築する際

の車両入り口用開口部計画および既設工作物や地下埋設物

への干渉の有無を確認する必要があった． 

 図 5は開口部への工事車両の進入軌跡を可視化したもの

であり,また，車内運転手からの走行視点をシミュレートし

たものである．これによって開口部の設計は車両の進入に

不具合を生じることが無いことを視覚的に確認することが

できた．また，図 6は待ち受け擁壁基礎部と 3D 表示した

地下埋設物の位置関係を表示したものである．このような

視覚化によって，地下埋設部に影響しないよう構造物の予

備設計に反映した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
５．関係機関協議や地元説明用資料の作成 

 一般的に事業を進めるにあたり，関係機関との協議や地

元説明を行うことが必要となる．そのためには現場の諸条

件をリアルに把握するためには 3D 表示による視覚化が有

効である．図 7 は整備前後の眺望を比較した事例であり，

協議や地元説明に有効であることを確認した． 

さらに，属性を付加できる CIM モデルを作成したこと

は，設計の後工程や工事を含む事業全体においてこの基礎

データが活用・更新できるものとなった．  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
６．あとがき 
 斜面崩壊等の災害による通行止めを回避するための護岸

擁壁および斜面崩壊対策の予備設計を実施するにあたり，

関係機関との協議を含め以下のよう工夫により効率的かつ

手戻りがない工程管理を可能とした．①SLAMによる現場

の 3D計測による現場作業の迅速化（従来の 1/10に短縮）

と 3D モデルを作成，②護岸擁壁・斜面待ち受け擁壁の配

置計画における公有水面や地下埋設物との干渉の可視化，

③関係機関協議や各種説明会において視覚的・直観的に把

握できる資料として活用され合意が得られたこと．さらに，

属性付与が可能な CIM データを引き継ぐことで詳細設計

や事業全体への 3D データを活用できる取組につなげたこ

とは有意義なものであったと考える． 
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図4 護岸擁壁構築時の床掘影響と取り付け構造物)確認 

 

図5 待ち受け擁壁開口部の車両進入軌跡と運転席からの視点 

のシミュレーション 

 

図6 待ち受け擁壁基礎と既設地下埋設物との関係の可視化 

 

図7 整備前後の状況を3D表示の視覚化で比較 
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